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研究成果の概要（和文）： 

 特性不安の高い競技特性では、あがり条件によって生化学指標変動に相違(p<0.05)がみられ、
練習内容や測定時期による精神負荷や身体的疲労に特異的傾向が示された。また、情緒不安定
特性別による弁別・判断・選択時間の遅延(p<0.05)については、発育期世代では更にパフォーマ
ンスに対して影響を与えることが示唆された。一方で個々の就寝時間を含めた生活時間、対人
関係の改善を行うだけでも、行動や感情を適切に調節する効果的な指導となり、外傷・障害の
第一予防に繋がると考えられた。 

研究成果の概要（英文）： 
 With the high competition properties of the trait anxiety, the differences (p<0.05) 
were seen in a biochemistry index change by “Agari” condition which means choking 
under pressure, and physical fatigue and psychological stress was shown a tendency 
specific by the exercise contents and measurement time. In addition, there were 
significantly differences of reaction time on judgment and choice in the high score 
group and the low score group of emotional instability scales (p<0.05). It was suggested 
that emotional instability properties have possibilities to affect the performance at the 
next stimulation conduction time if motion time was same time. On the other hand, it 
was suggested that positive environmental influences and personal relationships with 
other people are required to keep both the mind and body healthy for the first 
prevention of an injury and overuse. 
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遺伝子多型との関連を見る実験や調査論文
が多くなって来ている。国内の心理学分野に
おいても、ここ数年感情制御過程においてこ
の精神系遺伝子多型や脳高次機能との関連
について研究は進んできている。しかしなが
ら、本年度のスポーツ医学会、体力医学会関
連の演題をみても、持久・筋力系遺伝子多型
と身体能力や競技力に関わるものしか見受
けられない。状態不安だけでなく日本人特有
の特性不安からくる「あがり」について再考
し、対処能力や対処方法について再検討する
必要があると思われる。 

 

(2) これまでの研究成果を踏まえ着想に至
った経緯 

 多型と環境因子、内向性や恐れ、不安など
の神経学的、行動学的関連についてスポーツ
心理学の立場に振り返ったときに日本特有
の多型が環境・心理的因子との相互作用が個
人のあがりやパフォーマンスに様々な感情
制御過程を起こしているのではないかと考
えた。それが今回違った角度から学術的に再
考する必要があるのではないかと着想に至
った経緯である。 

① 日本版児童生徒用気分調査票の開発
（2004-2008）―感情不安定の一つの指標と
する 

 まず、感情制御過程で情緒不安定性（変調
の高低について）を評価する一つの簡潔的指
標として、信頼性と妥当性の検討を求めた。 

 国内では今のところ信頼性と妥当性を検
討した児童生徒用気分調査票は見受けられ
ない。米国版 POMS(65 項目)(McNair et al.1972, 

横山ら邦訳)も項目数が多く、短縮版(30 項目)

も成人対象に作成されているが言語表現が
難しく、実際に児童生徒には使用しづらいと
の指摘がされる。その点、Terry PC らの児童
生徒用気分調査票(1999)は24項目と容易に使
用でき、若年層を対象として項目が選出され、
国外ではスポーツ心理学応用研究の有用な
ツールで、既に成人への適用の構成概念妥当
性を得て、BRUMS (2003)と呼称され英国で標
準化されているものである。 

 これまでに延べ 2000 人以上の児童生徒を
対象に信頼性と妥当性を検討し改良に改良
を加え（谷田部, 2004-2007、内平成 17－19

年若手研究(B)助成を含む）、24 項目の児童生
徒用気分調査票を作成した。現在成果を投稿
準備中であり、青年期への標準化にも向けて
検討している。 

② 発育期の性格特性と感情不安(2004-2009) 

 これまで発育期児童生徒における自覚的
ストレス、身体的疲労評価、生化学・生理学
的評価を行ってきた。質問紙は客観的指標と
いっても、自己申告のためそれだけの使用で
はスポーツ医科学の間では評価が低い。その
ため現在、生化学、生理学検査との関連を調

べて実証的研究も進めてきた。 

 上記より、性格特性の不安要素、パフォー
マンスに影響する緊張・不安度について、精
神系遺伝子多型との関連がみられ、感情制御
の個人差が環境・心理的要因を左右し、パフ
ォーマンスやあがりに影響を与えているこ
とを学術的に解明できれば、スポーツ指導を
する上でも重視するべき事柄になると考え
ている。 

 この感情の個人差は、辺縁系領域とそれを
制御する前頭前野機能のバランスの個人差
（有田ら，2004）と言われているが、国内で
はこの感情に関わるセロトニン・トランスポ
ーター、各種セロトニン・ドーパミン受容体、
等の遺伝子多型と「スポーツ認知・行動との
関連性」について研究が進んでいないのが現
状である。 

 時間が許す限り、運動学習熟達過程におい
て適応的な感情制御方略を行った時の感
情・自律神経活動を測定し、精神系遺伝子多
型が及ぼす感情・認知・行動への影響につい
て検討を加えていきたい。 

 

２．研究の目的 

 これまでの成果を基に、①睡眠状態により
課題遂行処理に与える影響、②スポーツにお
ける認知処理方略の変容(ストレス・疲労度の
相違)、について精神系遺伝子多型(非侵襲で
ある口内粘膜採取予定)との関連性も踏まえ、
生化学・生理学的指標、質問紙による指標を
利用し簡易的な評価方法の検討を行うこと
とする。 

 特に、発育期～青年期の年代の心身問題は
避けて通れなくなっており、生活実態（運動
不足・夜更かし・朝食欠食）は変化し、「こ
ころ」の問題は増加し、特に感情の変化から
突発的に起こる諸事件も多くみられる。無意
識レベルの心の問題で身体症状に異常をき
たす人も増加している。従って、スポーツ分
野で考えてみると、この感情減少に最も関連
の深い脳領域は前頭前野であり、この部位の
働きは、行動の切り替えと衝動的攻撃行動の
制御にあたり、この機能に障害が起きると他
者に向ける怒り、自己に向けるあがりとなる。
この機能を円滑に遂行されるためにセロト
ニンが大きな役割を果たしていると考えら
れ、精神系遺伝子多型との関連性があるので
はないかと推測するわけである。この関連性
をスポーツ分野で研究することは大きな意
義があると思われる。 

 また、何らかの中枢処理過程における出力
の遅延はパフォーマンスに影響し、また前頭
前野活動の減少が観察されるものと推測す
る。前頭連合野は膨大な情報処理を行ってお
り、精神系遺伝子多型が感情制御に与える影
響を retrospective に研究すれば、気分状態の
相違と前頭連合野の機能低下と気分不安定



についての関連性が見いだせると予測され
る。 

 

３． 研究の方法 

 本研究は、①睡眠状態により課題遂行処理
に与える影響、②スポーツにおける認知処理
方略の変容（ストレス・疲労度の相違）、の
検討を各年度にわけて調査・実験を施行した。
最終年度ではこれまで蓄積してきた研究結
果を踏まえ、認知処理への影響を検討した。 

 また出来る範囲で精神系遺伝子多型の解
析を進め、これまでの結果との関連性および
影響について検討を進めた。 

 

(1) スポーツにおける認知処理方略の変容
～感情表出ストレス・疲労度の相違の影
響～ 

 心理的・身体的疲労感、他者依存的感情表
出の有無による気分不安定の相違が認めら
れた場合、仮説では認知機能は低下し、大脳
レベル状況判断・意思決定を行う中枢処理過
程、および筋肉系における出力過程における
出力（動作）にエラーが生じ、パフォーマン
スが低下することが考えられる。 

 特に視覚機能としては、主に①動く対象物
を鮮明に捉える「動体視力」、②移動する目
標に素早く視線を移す「眼球運動」、③瞬間
に多くの目標を認識する「瞬間視能力」があ
る。これらの反応時間がそれぞれ遅延するこ
とによりエラーが起こる。そこで、単純反応
時間、複雑反応時間の測定を行い、情緒不安
定特性の高低差で身体運動遂行に関与する
情報過程の相違について検討する実験を試
みた。 

 

(2) 身体特性・感情変調の視点からみる外
傷・障害予防 

 これまでの研究で、幼少期からのレッスン
過熱により、過度の練習や無理な体勢による
発育期の身体成長における問題点（特に下肢
アライメント）も垣間見られてきた。特に気
になるのは、女児の習い物（バレエ、体操等）
に多い競技は、学校における教育とは異なる
環境で行われる。そのため各教室によって教
育指導も違うことから、この無理な練習方法
や動き等が、成長過程でおこる外傷・慢性障
害への影響が考えられる。 

 欧米との児童生徒期のアライメントの統
計的比較をすると、もともとの身体特性の違
いが伺えるのであるが、まだ身体的に成熟し
ていない期間に、欧米に習った教育方法で過
度なレッスンが行われているのである。例え
ば、足首にかかる負担や無理なシューズによ
る固定で、足部背屈、底屈、股関節等の成長
過程での下肢アライメントへの影響が伺え
る。 

 各競技、種目によっても異なる結果にはな

るが、まずは女児幼少期からのレッスン過熱
により、過度の練習や無理な体勢による発育
期の身体成長における問題点（特に下肢アラ
イメント）について調査を行い、実態調査と
して発展・応用解析が出来たらと考えている。 

 

４． 研究成果 

(1) 平成 22 年度研究成果 

 まず気分評価票(BRUMS)を用いて、スポー
ツ活動において睡眠時間が普段の気分状態
に関連があるか検討し直した。 

 対象は、調査した小・中学生のうち中学生
運動部所属の 197 名。結果としては、就寝時
間は気分 6 尺度全てにおいて弱い相関があり、
24 時以降の群とそれ以外の群において有意
差を認めた。 

 その後、中学生 306 名を対象とし生活状況
と対人状況による気分状態の相違について
多変量分散分析を行った。結果は、運動群の
児童生徒が気分は安定しているものの（図 1）、
24 時以降の就寝時間の生徒は、運動の有無に
関わらず全尺度において気分が不安定であ
るという有意差がみられた（図 2）。 

図 1 運動の有無による気分状態 

   *:p<0.05, Sports:運動群, Non-Sports:非運動群 

 

図 2 就寝時間群による気分状態 

   *p<0.05, p<0.01 

 

 次に、普段とあがり状態における実際の変
化について信頼性を測るため青年期におい
て調査した。対象は、通常 5 時間以上の練習
がある競技特性の青年期 46 名(平均 18.7 歳)、
そのうち状態・特性不安検査(STAI)を行えた
21 名を評価した。7 ヵ月間に渡り心理・身体
的変化を観察し、普段日と競技本番前に STAI



を実施した。毎日練習にさらされている選手
は、睡眠時間および状態不安が実際に気分変
化と関連があるかを検討した。 

 今回の対象競技では日本の標準化数値よ
りも更に高い特性不安を持つ選手が 81.0％(5

段階評価で 5 は 38.1％)を占めた。急激な練習
環境、練習変化により、状態不安が相関変動
する時期があり、気分不安定さとの関連もみ
られた。就寝時間による相違はなく、特性・
状態不安群別にも気分評価を経時的に比較
しても有意差はなかった。就寝時間の問題は
発育期段階での成長要因の可能性はあるの
で、今後の課題検討とした。 

 Case study でみると、特性不安が高くとも
状態不安が上昇しやすい訳ではなく、環境要
因（時期）の影響が示唆された。状態不安は、
環境や練習変化のある時期に顕著に関連が
あった。状態不安の変動が「あがり」に繋が
っていると捉えられた。個々に対応する上で、
このパターンを把握することがパフォーマ
ンス力の維持、傷害予防指導が出来るのでは
ないかと考えた。本番数日前～当日までの状
態不安の変化を把握し、個人的指導に生かす
かが重要課題であることが示唆された。 

 

(2) 平成 23 年度研究成果 

 あがりという感情状態は、内的および外的
環境からの刺激や社会的要因によって生起
するものであるが、特にスポーツにおいては
練習試合をはじめ、公式大会等の本番で特に
起きやすい。 

 今年度は、量的研究として実験的にあがり
場面を実験条件として統制し、精神負荷課題
と作業効率(集中練習)課題を施行することと
した。その後、精神系遺伝子多型解析を合わ
せて検討することとした。 

 普段とあがり状態の実際の変化について、
短期的な身体・心理的負荷条件を設定し、生
化学的指標（Amylaze, Cortizol, s-IgA）と主観
的ストレス反応との関連性から検討を行っ
た。対象は通常 5 時間以上の練習を行う競技
特性（ダンサー）の 9 名。実験条件は、心理
的要因の異なる通常練習日（条件 A）、集中
練習日（条件 B）、公演間近日（条件 C）の 3

日間に設定した。結果として、主観的ストレ
ス反応と気分評価で相関がみられたものの、
実際の生化学的指標とは関連はあまりなか
った。普段の主観的ストレスや気分は、短期
的なストレスによってすぐに影響されずタ
イムラグを置いた関連がみられた。また公演
間近では、練習後 Amy と s-IgA に相関がみら
れたので、急性な精神的ストレスがある選手
は、疲労が蓄積する時期に免疫系にも影響が
出ているので注意が必要であることが示唆
された。 

 結果としては、各時点における生化学指標
の変動に相違が見られ（図 3‐5）、通常かな

りの運動量を熟すため、練習内容や測定時期
による精神負荷や身体的疲労には特異的な
傾向が示され、日々の精神的・身体的疲労の
ケアが重要であることが考えられた。 

図 3 条件別 Amy の変化量 

 

図 4 条件別 Cor の変化量 

 

図 5 条件別 s-IgA の変化量 

 

 また質問紙と生化学的反応を測定し、各々
のストレス応答機序の関連性を検討するだ
けでも、自覚的ストレス反応と客観的な生体
内反応を両視点から評価することが出来る
ので有用性があることが示唆された。 

 次に平成 22 年度に引き続き、あがり条件
を統制した環境条件における追加調査を行
った。追加対象は同競技特性の 19 名(男性 1

名)、状態・特性不安調査、心理・身体的変化
について 3～6 か月間に渡り調査を施行した。
現在、普段の練習日、競技本番前の状態・特
性不安の変動について、また不安高低群別、
心理要因の異なる時期別による気分変動の



相違について検討するとともに、精神系遺伝
子多型解析を行うために、口内粘膜組織を採
取し、ゲノム DNA の抽出と定量化までを行
った。 

 また、身体特性・感情変調の視点からみる
外傷・障害予防の検討を行うために、フット
スキャンによる重心測定、足底形状測定、等
も同時に測定した。 

 

(3) 最終年度研究成果 

 平成 23 年度までに得られたあがり条件下
で行ったそれぞれの結果に基づいて、日本人
特有の遺伝子多型との関連性について検討
することをまず目的としていた。しかし震災
の影響により予定していた実験(公演)の機会
が本年度に遅延していたが、実質条件が整わ
ず本実験を組み直す必要となった。 

 基礎実験として、大学生 127 名を対象に実
験条件を人前でみられているというストレ
ス下に統制し、局所（指）の単純反応、選択
反応、全身反応時間について左右別に測定を
行い、性格特性として性格検査を行い精神不
安定傾向の高低別に 2 群にわけ比較検討を行
うこととした。 

 結果、情緒不安定特性（抑うつ、気分変化、
劣等感、神経質）において特に局所の弁別・
判断・選択時間に有意差（左:低群 120.4±44.5, 

高群 140.1±47.5(msec), p<0.03, 右:低群 114.3

±42.2, 高群 131.7±52.0(msec), p<0.05）がみ
られた。全身反応時間では同様に有意差はあ
ったが、ただし高低群の反応時間は局所反応
とは逆の傾向であった。反応時間測定と性格
特性の 2 要因にて分散分析を行ってみたが、
主効果も交互作用もみられなかった。 

 よって、人前などのあがる条件下において
は、性格特性で情緒不安定特性がある群では
局所における弁別・判断・選択時間に差がみ
られ、何等かの中枢系の遅延が考えられた。
また情緒不安定群で標準偏差が大きく、運動
動作の不確実性を導くことが考えらえた。 

 今回の全身反応では高次中枢での認知・判
断力の遅延よりも、運動指令後の錘体路、錐
体外路、運動神経から運動出力される刺激伝
導の過程での影響が大きいと推測された。筋
活動がほぼない局所運動においては皮質脊
髄路の興奮性増大が、認知、感情に関係した
皮質内機序の変化が関連していたと推測さ
れた。よって、情緒不安定特性によって有意
差がみられた弁別・判断・選択時間の遅延は、
その後の刺激伝導時間に違いがないとする
と、パフォーマンスに影響を与える可能性が
あることが示唆された。 

 発育期の世代でこれを考えた場合、特に 6

～12 歳においてはまだまだ神経系の発達が
盛んな時期であるため、感情に関係した運動
指令出力系での刺激伝導時間の遅延が更に
パフォーマンスに対して影響を与えると考

察された。 

 最終年度ではあったが試薬保管用冷凍庫
が電気工事事故により保管品の一部損壊し
一から準備し直しとなった。そのため全精神
系遺伝子多型解析と評価を行えきれず、現在
抽出した DNAを一つ一つ 240nmと 260nmの
吸光度を計測し定
量化し直し、PCR

法による DNA 増
幅とアガロースゲ
ル電気泳動法を行
い写真撮影および
解析を進めている
（図 6）。        図 6 電気泳動実験 

 

 研究実施計画がずれてしまったが、ゲノム
解析・評価は遅れを取り戻しつつ継続して
PCR で変異領域を増幅しその遺伝子型を決
定し、今までのデータを基に気分評価からみ
えてきた日本人特有の感情不安と遺伝子多
型との関連性を検討し、パフォーマンスに与
える影響について解析を行っていく。 

 これまでの研究により、脳機能や遺伝子系
多型だけの問題だけでなく、個々の生活時間
改善、対人関係の改善だけでも、行動や感情
を少しでも適切に調節する効果的な指導、別
の角度から第一予防を見出せるのではない
かと考えられた。文科省提唱の「きちんとし
た食・日常生活習慣」だけでなく、心身健康
であるためには対人・環境因子の影響は見逃
せないことが明白となった。 

 質問紙開発だけでなく、性格特性の要因と
も考えられる「身体を動かす機会の減少、対
人関係、生活実態による相違」を含め、気分
評価と脳生理学的評価、感情に関わる精神系
遺伝子多型との影響をみながら、更なる心理
的安定性について比較検討を行っていきた
いと考えている。 

 その上で多角的な要素から日本人特有の
気分変調・身体特性との関わりを検討し、ス
ポーツ教育・指導法について更に再考する。 
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